
JFX 1 指定決済注文 

指定決済注文 
指定決済注文は、ポジションを指定して決済する方法で、基本的な決済注文方法です。 
ここでは基本的な成行決済注文の発注方法を説明します。 

※メニュー画面を表示するには、表示している画面の左上にある     をタップしてくだい。 

①【メニュー】→【ポジション一覧】をタップし、 

     【ポジション一覧】画面を開きます。     
②【ポジション一覧】画面が表示されました。 
  決済したいポジションをタップします。 

③【決済注文入力】をタップします。 

 MATRIX TRADER for iPhone 

■発注方法 

【オン】に切り替えてから表示画面を選択すると、 
次回からポジション一覧のレートをタップした後の遷移画面を固定 
することができます。 
 
 
 
固定の設定を変更する場合は、【メニュー】→【アプリ動作設定】にある
『ポジション一覧タップ操作』で設定してください。 
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④成行注文で決済する場合は、 
 ・注文方法…【通常注文】 
 ・執行条件…【成行】 
  をタップして選択します。 

※売ポジション決済時は【買注文】をタップします。 

⑤成行注文の画面に切り替わりました。 
  今回は、買ポジションに対する決済 
  のため、【売注文】をタップします。   
 

⑥【注文確認】画面が表示されます。 
    表示されている内容で問題なければ、 

   【注文実行】をタップします。 
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指定決済注文 

※⑤の画面で『確認画面を表示』をオフに設定 
  した場合は、注文確認画面は表示されません。 
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⑦完了すると【○○で約定しました】 
    とポップアップが表示されます。 
    【閉じる】をタップします。 

⑧【ポジション一覧】に戻りました。 
     ポジションが決済されたため、ポジション一覧から表示がなくなったことが確認できます。  

ポジション一覧の情報が更新されない場合は、必ず注文履歴または約定履歴をご確認ください。 

 MATRIX TRADER for iPhone 

指定決済注文 
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成行注文以外にも、多数の注文方法で、決済注文を出すことができます。 

▼ストリーミング注文 ▼指値注文（リミット） 

値段を指定して注文ができます。 
 
売決済：今よりも高い値段を指定 
買決済：今よりも安い値段を指定 

▼逆指値注文（ストップ） 

値段を指定して注文ができます。 
 
売決済：今よりも安い値段を指定 
買決済：今よりも高い値段を指定 

指定決済注文 

 MATRIX TRADER for iPhone 
■決済注文の種類① 【注文種類】通常注文 

入力方法は、pip入力になります。 
■USD/JPY  許容スリップ5銭（0.050）……「50」と入力 
■EUR/USD  許容スリップ50pips（0.00050）……「50」と入力 
※1pipの定義について 
  当社では対円通貨ペア 1pip=0.001 
        対円以外     1pip=0.00001   となります。 
   

『許容スリップ』が設定できます。 
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▼トレール注文 

■買ポジションの決済時：注文後の最高値から設定したトレール幅分下がった位置に指定レートが設定されるように、 
                  レートの変動に合わせ指定レートが自動更新します。 
 
■売ポジションの決済時：注文後の最安値から指定したトレール幅分上がった位置に指定レートが設定されるように、 
                                                  レートの変動に合わせ指定レートが自動更新します。 

【注文画面】でトレール幅を入力する場合は、 
レートの表示と同じ入力方法となります。 
 
■USD/JPY  トレール幅50銭（0.500）……0.500と入力 
■EUR/USD  トレール幅500pips（0.00500）……0.00500と入力 
 
※1pipの定義について 
  当社では対円通貨ペア 1pip=0.001 
        対円以外     1pip=0.00001   となります。 
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指定決済注文 

【トレール注文とは】 

トレールとは、「ついていく」という意味で、トレール注文発注後に実際の相場が保有ポジションに対してプラス方向に
動いた場合、自動的に指定レートが変動していく注文手法です。 
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▼時間指定成行注文 

指定した時間に達すれば、成行決済されます。 

▼時間指定指値注文 ▼時間指定逆指注文 

指定した時間までに指定した逆指値のレートに 
達しなければ、成行決済されます。 

指定した時間までに指定した指値のレートに 
達しなければ、成行決済されます。 

指定決済注文 

時間指定注文は、指定した時間までに指定した条件で約定しない場合、成行で決済される注文方法です。 
※注文種類で【時間指定】を選択し、執行条件で【成行・指値・逆指】を選択してください。 

 MATRIX TRADER for iPhone 
■決済注文の種類② 【注文種類】時間指定注文 
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 ＯＣＯ注文は、２つの注文を同時に発注し、どちらか一方が約定すればもう一方の注文は自動的にキャンセルされる注文方法です。    

指定決済注文 

OCO1（決済注文） 
【指値】 
 あらかじめ設定されています。 
 （変更することはできません） 

OCO2（決済注文） 
【逆指】・【トレール】  から選択できます。  
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【有効期限】では、 
 GTC（無期限）・当日（翌7:00AM[米国夏時間採用時は翌6:00AM] まで有効）・ 
   日付指定・日時指定100日先まで指定可能）等が選択できます。   

■決済注文の種類③ 【注文種類】ＯＣＯ注文 



決済するポジションの売買区分・約定価格・ 
約定日時・残Ｌｏｔ数・評価損益が表示されます。 
 
 
 
 
 
 当日約定→注文時間が表示されます。 
   前日以前の約定→注文日が表示されます。 

複数Lot保有している場合、 
Lot数を設定し部分決済することができます。 
入力欄をタップすると「ピッカー」または「キーパッド」が 
表示されます。 
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当日の高値（BID基準） 

当日の安値（ASK基準） 

前日比  
（前日のNYの終値と現在のBIDの差） 

ポジション一覧画面に戻ります。 

スライドすることで数値が選択できます。 

【完了】をタップすると、数値が 
Ｌｏｔ数欄に反映されます。 

残Ｌｏｔ数が表示されます。
されます。タップするとドラ
ムピッカーが残Ｌｏｔ数の数
値に戻ります。 

現在のBIDレート 現在のASKレート 

指定したポジションの通貨ペア名が 
表示されます。 
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指定決済注文 

■決済注文画面詳細 

※「キーパッド」入力の設定はメニュー→『アプリ動作設定』より 
  設定ができます。 
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売買区分が表示されます。 
買ポジションの決済注文では【売】が、 
売ポジションの決済注文では【買】が明るくなっています。 

執行条件を選択します。 

【成行】・【ストリーミング】・【指値】・【逆指】・【トレール】
から選択できます。 

注文方法を選択します。 
【通常注文】・【時間指定】・【OCO】 
から選択できます。  

 MATRIX TRADER for iPhone 

指定決済注文 
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指定決済注文 

執行条件で【指値】・【逆指値】を選択すると、指定レートの設定欄が表示されます。 
指定レートを設定する種類は、 
 【指定レート】・【予想損益】・【レート差】の３種類から選択できます。 
 
 ①指定レート……レートを直接入力します。 
           「 ○○円で決済したい！」と決済したい値段が決まっているときに使用します。 
 ②予想損益……予想損益額を入力すると、自動的に指定レートが表示されます。 
           「2,000円の利益（損失）がでたら決済したい」というときに便利です。 
 ③レート差……値幅(pips)を入力すると、自動的に指定レートが指定した値幅分離れた数値で表示されます。 
           「現在レートから50銭（500pips)上のレートで決済したい」というときに便利です。 
 

①種類：【指定レート】を選択した場合 
 
 
 
 
 
 
 
 【指定レート】欄をタップするとピッカーまたはキーパッドが表示されますので、レートを設定します。 
  予想損益欄とレート差欄の数値は、指定レートの数値を基に自動計算されます。 
 
 ＜ピッカー表示＞ ＜キーパッド表示＞ 
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指定決済注文 

②種類：【予想損益】を選択した場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【予想損益】欄をタップするとキーパッドが表示されますので、予想損益額を入力します。 
 指定レートとレート差の欄は、予想損益欄で入力した損益額を基に自動計算されます。 
 
 
※執行条件が【逆指値】の場合は、予想損益額に－（ﾏｲﾅｽ）を入力して設定してください。 
 

数値を入力する前に「－（ﾏｲﾅｽ）」ボタンを押します。 

タップした数値がここで確認できます。 
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指定決済注文 

③種類：【レート差】を選択した場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【レート差】欄をタップするとピッカーまたはキーパッドが表示されますので、値幅を入力します。 
 指定レートと予想損益は、レート差で入力した値幅を基に自動計算されます。 

【レート差】の入力方法は、pip入力になります。 
 ■USD/JPY  許容スリップ5銭（0.050）……「50」と入力 
 ■EUR/USD  許容スリップ50pips（0.00050）……「50」と入力 
 
※ 1pipの定義について 
  当社では対円通貨ペア 1pip=0.001 
        対円以外     1pip=0.00001   となります。 
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注文種類 ：【通常注文】・執行条件：【トレール】  
及び、 
注文種類：【OCO】のOCO2で 【トレール】注文が選択できます。 
トレール注文の場合は、トレール幅の入力欄が表示されます。 
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指定決済注文 

【トレール幅】の入力方法は、レートの表示と同じ入力方法となります。 
■USD/JPY  トレール幅50銭（0.500）……「0.500」と入力  
■EUR/USD  トレール幅500pips（0.00500）……「0.00500」と入力 
 
※ 1pipの定義について 
  当社では対円通貨ペア 1pip=0.001 
        対円以外     1pip=0.00001   となります。 
 
 USD/JPYでトレール幅に『50』と入力してしまうと、【50円幅】の設定になってしまうので、ご注意ください。 
   



当日（翌7:00AM[米国夏時間採用時は翌6:00AM] まで有効）・ GTC（無期限）・日付指定・日時指定（100日先まで指定
可能）が選択できます。   

有効期限で【日付】または【日時】を選択し、
下の空欄をタップすると「ピッカー」が表示さ
れ、日付と時間を設定することができます。 

【日付】選択時 【日時】選択時 

JFX 14 指定決済注文 
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『有効期限』欄は、【指値注文】・【逆指注文】・【トレール注文】・【OCO注文（OCO1）】を選択した場合に設定することができます。 

例）指値決済注文画面 

スライドすることで日付と時間を選択することができます。 



当日（翌7:00AM[米国夏時間採用時は翌6:00AM] まで有効）・ GTC（無期限）・日付指定・日時指定（100日先まで指定
可能）が選択できます。   

時間指定欄の空欄をタップすると 

「ピッカー」が表示され、日付と時間を設定
することができます。 

JFX 15 指定決済注文 
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『時間指定』欄は、時間指定注文 【時間指定成行】・【時間指定指値】・【時間指定逆指】 を選択した場合に設定することができます。 

例）時間指定指値注文 

スライドすることで日付と時間を選択することができます。 


